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ドイツ館と板東俘虜収容所
荒木：ドイツ館は1972（昭和47）年、第一次世
界大戦で中国の青

チンタオ

島で囚われの身となったド
イツ軍兵士が、「捕虜という逆境にありながら、
それに屈することなく地域社会に貢献した数多
くの業績と当時の素朴な民衆との交流と友情を
記念して」（谷光次鳴門市長、当時）建てられま
した。俘虜収容所の跡地近くに記念館ができ、
しかもそれに対して元捕虜から寄付金や当時の

貴重な資料が寄せられるということは、世界史
上の奇跡といってよい出来事だと思います。最
近の国際的な緊張の高まりのことを思えばなお
さらです。
　まず、板東俘虜収容所の歴史と、ドイツ人の
捕虜たちがこの板東の地にやって来た経緯を教
えてください。
森：1914（大正 3）年に第一次世界大戦がヨー
ロッパで勃発しました。当時の日本は日英同盟
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を結んでいたので、イギリスの協力要請を受
け、8月にドイツに宣戦布告しました。日独戦
争、日独戦役と呼ばれる戦いですが、日本はイ
ギリス軍の1,000名を加えた約 5万人でドイツ
の租借地だった青島周辺を包囲しながら攻め
ていきました。一方ドイツ軍は、ヨーロッパで
戦闘をしていたため増員ができず、アジア地域
に居住しているドイツ人を召集し、約 5千名で
対戦することになりました。この結果 3か月足
らずで降伏し、青島を明け渡すことになりまし
た。

　その後青島のドイツ兵は11月に捕
虜として日本に移送され、東京や久留
米など 9か所に開設された収容所に収
容されました。12月には新たに徳島
の収容所を含む 3か所が設置されまし
た。四国には、徳島、丸亀、松山の 3
か所に俘虜収容所が設けられました。
　日本はドイツとの戦闘が早く終わっ
たため、捕虜を収容する準備が整わ
ず、大規模な寺院、公会堂、議事堂、
小学校の校舎などを借り上げてドイツ

兵を生活させました。第一次世界大戦が比較的
早く終結すれば、早い段階でドイツ兵たちを解
放できるという思惑だったのですが、実際には
戦闘が長引いてしまいました。そこで陸軍は、
捕虜の収容施設を自らの用地に整備していくこ
とになり、俘虜収容所が全国に 6か所整備され
ました。そのうちの一つが板東俘虜収容所で、
1917（大正 6）年 4月に開設されました。徳島、
丸亀、松山の捕虜が集められ、一年後には久留
米からも90名近くがやって来ました。1920（大
正 9）年 1月まで、最大で1,000名以上の捕虜が
収容されます。
荒木：板東俘虜収容所ができるときに、反対運
動はなかったのでしょうか。また、四国ではな
ぜ板東に俘虜収容所ができたのでしょうか。
森：板東では、1917（大正 6）年 3月頃に、この
町に収容所ができるという情報が流れました。
陸軍は反対運動が起こったら困ると、それまで
秘密にしていました。しかし収容所ができると
いうことが分かり、当時の板東町が議会に諮っ
たところ、収容所ができるのは町の発展のた
め、町民の技術力向上のためになることから、
町費を使って協力することが採決されました。
　当初、陸軍は反対されるかもしれないと心配
したようですが、それは杞憂でした。1,000人の
ドイツ兵が来て消費することの経済効果は、当
時の町の規模（大正11年の板野郡板東町の人口
は5,755人）を考えるとばく大です。板東の霊山
寺の門前の通りで、商人が何軒も家を借りて店

収容所全景（北側より）

収容所構内図
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を開いたと言われるように、地域が活性化する
のです。
　板東に収容所が作られたのは、そこに陸軍の
演習場があって、しかも四国の 3か所の収容所
を統合するのにちょうどよい広さの土地があっ
たからです。ですから、運がよかったというこ
となのでしょうね。
荒木：収容所はどのあたりにあったのですか。
森：現在のドイツ館より800メートルほど南側
です。
荒木：第二次世界大戦後もしばらくは収容所の
建物があったのですね。
森：はい。板東俘虜収容所は陸軍演習場の一角
に建てられた陸軍の施設ですから、ドイツ兵が
解放されて帰国した後は、演習場の宿舎として
使われました。建物 8棟のうち、4棟は比較的
早い段階で取り壊されましたが、残りの 4棟は
第二次世界大戦終戦の後、引揚者の住宅として
使われ、昭和40年代まで残っていました。他
の地域では民間に売却されたりして収容所の痕
跡が残っていないところが多いのですが、ここ
は戦後の陸軍用地の処理の際に売却されずに住
宅として使われていました。このことが収容所
の跡地が残った一番大きい要因だと思います。
現在、残された跡地は、第一次世界大戦時の唯
一残る捕虜収容所跡として2018年に国の史跡
の指定を受けました。

松江所長の武士の情け
荒木：板東俘虜収容所では、映画「バルトの楽
園」にもあるように、ドイツ人捕虜によるさま
ざまな活動が盛んに行われていたそうですね。
森：スポーツに関しては、スポーツ委員会を組
織して、その下にテニス、サッカー、体操、陸
上、シュラークバル（イギリスのクリケットが
原形とされるドイツ式野球）といったグループ
が加盟し、自分たちで作った運動場で活動して
いました。音楽に関しては、板東の前身の徳
島、丸亀、松山俘虜収容所の頃から楽団が結成

されていて、板東でも引き続き活躍していまし
た。演劇も活発に行われていました。
　他にも、ドイツ兵同士のビジネスが許可さ
れていたので、サービス業や物販、たとえば靴
の修理、シャツの仕立て、ゴミ処理、クリーニ
ングといった業務や、アイスクリーム屋、コー
ヒー屋、料理屋、ソーセージ屋、お菓子屋と
いったものもありました。収容所の中に構えた
店舗や、兵舎の自室で商売していたようです。
　加えて、ここには印刷業に関わっていた捕虜
が十数名いたため、その知識と技術を生かし収
容所の中の週刊新聞『ディ・バラッケ』などを
印刷したり、スポーツ、音楽、演劇のイベント
のプログラムを印刷して販売していました。印
刷活動が非常に盛んで、捕虜たちのさまざまな
活動が記録されて残っているため、何月何日に
どの場所で何が行われたかなど、収容所の中で
の生活が鮮明に分かるようになっています。
荒木：『ディ・バラッケ』やその他の資料の存在
が、捕虜たちの当時の活動を知る上で大きな役

洗濯屋

シュラークバル（ドイツ式野球）を楽しむ
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割を果たしたのですね。いろいろな店やサービ
スがあったという意味では、まるで一つの町や
村のようですね。
森：日本は第一次世界大戦当時、戦争に関する
国際条約を批准していました。この第 2ハーグ
条約には捕虜を人道的に扱うこととあり、ス
ポーツや読書、音楽などの活動をある程度認め
ていました。それはどこの収容所もほぼ同じで
す。ただ国際条約の下にあっても、実際の運用
は陸軍の規則が基本になるため、どうしても日
本式になりがちで、ドイツ人にとってはきつい
規則の下で行動しなければならなかったようで
す。
荒木：日本の伝統的な考え方では、「生きて辱
めを受けることなかれ」ということで、捕虜は
恥ずかしい存在であるという意識が強かったの
ではないかと思います。
森：日本の管理者側はそういった気持ちを持っ
ていたはずですので、捕虜の対応には苦慮した

と思います。一方、ドイツ兵にとっては、捕虜
として敵国で生活し、そこで消費することで敵
国の資金を消耗させることも一つの戦略だった
と思います。そういう活動によって捕虜になっ
ても戦争に関わっているのだという意識を持て
たのではないでしょうか。だから、日本人から
みると、彼らは捕まっているのになぜこういっ
た活動ができるのだろうかと、非常に不思議に
感じたと思います。
　しかし、板東の場合は日本の規則でガチガ
チに縛るのではなく、ドイツ人捕虜たちが組織
的に行う自主的な活動を認めていました。その
結果、自分たちの生活の中で、不自由であるも
ののやりたいことができる環境が整っていまし
た。それで他の収容所以上にいろんな活動が活
発に行われていたのではないでしょうか。もち
ろん、音楽、スポーツ、演劇という活動は、他
の収容所でもさかんに行われていました。しか
し演奏会の開催回数の点でも、印刷物としてき
ちんと記録として残っている点でも、板東は飛
び抜けています。
荒木：すべての俘虜収容所が第 2ハーグ条約の
下で運用されていましたが、活動の活発さや地
元民との温かい交流などの点からみて、板東だ
け別格であるような気がしています。所長の松
江豊壽大佐の存在が大きかったのでしょうか。
森：そうですね。実は松江所長が自分のことに
ついて書き残した資料はまったく残されていま
せん。ですから、実際にどういった態度で収容
所の運営に臨んだのかは、本当のところはよく
分からない部分があります。ただし、旧会津藩

大坂山への遠足途中

印刷所

収容所新聞『ディ・バラッケ』 室内音楽の夕べプログラム
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の生まれで、父親が戊辰戦争で賊軍として斗
となみ

南
（現青森県東部）まで流されて会津に帰ってきた
人なので、負けた身のつらさが非常に分かり、
「武士の情け」を知る人だったと言われていま
す。だから、ドイツ人捕虜の立場を理解して、
彼らも祖国のために戦った兵士なのだから、
ちゃんと取り扱えという方針で収容所の運営に
臨み、それに賛同した所員たちがそういった取
り扱いをしていたのだと思います。
　ただ、一部では、日本陸軍の厳格な管理には
反しているのではないかという意見もあったよ
うです。ですから、所員のすべてが松江所長の
考え方に基づいて行動していたわけではなかっ
たようです。でも、副官として着任していた
高木繁大尉は 6、7か国語を話せ、ドイツ語も
流ちょうでした。実務の中心となって動いてい
た高木大尉は、松江所長と捕虜たちの間に入っ
て、双方に意志を伝えるという重要な役回りを
演じていました。そういった人たちのサポート
があってはじめて、スポーツや文化などの面で
の活発な活動と地元との温かい交流という、他
に例を見ない板東俘虜収容所の運営が遂行でき

たのだと思います。
荒木：所内で何かトラブルが起こった時は、松
江所長が「騒がしい。何とかしろ」と高木副官
に言い、高木副官が松江所長の意図を受けて懸
案の処理に当たった、といったことがよくあっ
たそうですね。
森：所長自身が前面に出てしまうと、収容所の
トップなので結論しか言えません。ですから所
長の意を体し、ドイツ語も、ドイツ人の気質も
よく分かった上でドイツ人たちと交渉に当たる
ことができる高木副官のような存在が収容所の
円滑な運営には不可欠だったのです。
荒木：他の収容所の捕虜が転収のため板東俘虜
収容所まで行進し、収容所の正門をくぐったと
きに、戦友の姿を見つけて喜びのあまり行進の
隊形が乱れたそうです。護送してきた衛兵がド
イツ兵を整列させようと銃の台尻で打ち据え始
めると、松江所長が両者の間に割って入ってそ
れを止めさせ、ドイツ人捕虜に対して無礼を詫
びるとともに、あらためて歓迎の言葉を述べた
というエピソードもあったそうですね。
森：松山からの移送の際のエピソードですね。
当時の日本はヨーロッパでは近代国家と認めら
れていなかったので、捕虜を近代的に取り扱
い、無事に帰国させることにより、国際社会に
近代国家として認めてもらいたいという意図も
あり、丁寧な取り扱いをしようと努力をしてい
ました。ですから、板東だけでなく松山や他の
収容所でも、基本的には丁寧に扱いたい気持ち
で運営していたはずです。松山から護送してき
た衛兵も悪気はなかったと思います。ただ、や
はり日本人とヨーロッパ人では基本的に考え方
が違うので、どうしても規則という壁で衝突す
る問題がどの収容所でもあったようです。

ドイツ人捕虜の技術指導
荒木：板東俘虜収容所のもう一つの特徴が地元
の方との活発な交流です。なぜそうした交流が
行われ、どんな交流がされていたのでしょうか。高木繁副官（左）

松江豊壽所長
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森：ドイツ兵として召集されていた人
の中には、アジア諸国で居住し職業を
持っていたドイツ人も多く、いろんな
技術を持っていました。日本は彼らを
捕虜として国内に収容した段階で職業
調べを行いました。どういった技能・
知識を持っている捕虜がどこの収容所
に何人収容されているかを冊子にして
各方面に配っています。ハーグ条約で
は労役という形で賃金を払って捕虜た
ちを雇うことも認められていました。
ドイツ人捕虜の側からすると、一般兵
は収入がありませんので、仕事をする
場を提供されるということは、ありがたいこと
でした。一方、日本側もこの機会にいろんな技
術を教えてほしいと、積極的に捕虜を雇用して
いました。
　板東では、まず最初に農業指導を希望し、西
洋野菜の栽培方法を学ぶことになりました。ト
マト、キャベツ、赤カブラ、じゃかいもなどで
す。その当時日本人は西洋野菜や西洋の食事に
なじみがなかったので、作った野菜は収容所の
中でドイツ兵の食事に供されていました。
荒木：ケチャップまで作っていたそうですね。
森：農業関係では、酪農でもドイツ人捕虜によ
る技術指導が行われました。明治の中頃、板野
郡は畜産に力を入れ始め、いくつかの企業や個
人が酪農を始めていました。鳴門の富田製薬
さんに当時畜産部門がありました。収容所に畜
産・酪農の技術者がいることを知って、指導を
仰ぎたいと、収容所のすぐそば、南に300ｍく
らい離れた土地を牧場として整備しました。牧
舎を建て、牛、豚などの酪農、ソーセージなど
の食肉加工の技術指導を受けました。牧舎の設
計はドイツ兵捕虜ですが、1階がレンガ基礎、2
階が木造で、ドイツ兵の大工と日本人の大工が
一緒に働いて建てた建物です。
荒木：数年前、そのドイツ牧舎で一緒に働いて
いた船本宇太郎さんたちとドイツ兵のクラウス
ニッツァーが一緒に写っている写真を見て、と

ても感動しました。両者に友情と信頼関係があ
り、しかも船本さんがクラウスニッツァーを深
く尊敬していることが伝わってきます。船本さ
んはクラウスニッツァーのことを「いかつい体
格に似合わず気立てのよい先輩であり、何より
信頼できる友だった。乳牛や豚の飼育の管理に
は極めて豊かな経験をもち、そのうえ責任感が
強かった。いつも行動で手本を示し、酪農の精
神を体得させてくれた」と評しています。
　こうした交流は、ドイツに対して敵意を持っ
ていたら絶対にできないと思います。経済効果
だけでなく、ドイツ人が非常に高い技術を持っ
た先進国人だとして見ていたということでしょ
うね。
森：その通りです。当時ドイツは世界最高の文
明国のひとつであり、明治維新以降、日本のい
ろんな文化の礎がドイツから移行されてきまし

船本家牧舎（旧富田畜産部牧舎）
〈国登録有形文化財(建造物)〉

船本宇太郎（中央）とクラウスニッツァー（右）
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た。ドイツ人は捕虜として来ているけれど、優
れた技術や文化を持つ知識人であるという見方
がされていたと思います。
荒木：徳島で新しいパン屋ができたことについ
ても、ドイツ人捕虜が大きな役割を果たしてい
ると聞きました。
森：当時の徳島の状況はよくわかりませんが、
パン屋はさほど多くなかったと思います。こう
した中、収容所ができた早い段階から労役とい
う形で、所外で捕虜によるいろいろな技術指導
が行われていましたが、1918年11月に第一次世
界大戦でドイツが降伏して以降、パンやお菓子

づくりの技術指導が収容所の中にある工房で行
われていました。日本陸軍が設置した収容所の
中の製パン所とドイツ兵が経営している「ゲー
バ」という菓子店で 6か月修行をした藤田只之
助さんは、その後徳島に独

ドイツ

逸軒というパン屋を
開店します。藤田さんのお店は第二次世界大戦
の空襲で焼失してしまったのですが、そこで修
行をしていたお弟子さんの一人（岡高善氏）がの
れん分けをして、鳴門でドイツ軒という名前で
お店を出され、今もその子孫の方がパン作りを
続けられています。
荒木：鳴門のドイツ軒に行ったときは、お昼ど
きだったこともあると思いますが、お客さんが
途絶えることがありませんでした。昔懐かしの
あんぱんが美味しかったです。ところで家計調
査によると、徳島県はパンの消費量では全国屈
指です。ある財界の方は、ドイツ人捕虜が製パ
ンの技術を伝えたことと関係があるのではない
かとおっしゃっていました。多少こじつけのよ
うな話で、因果関係は不明ですが（笑）。
森：ドイツ人捕虜が徳島の製パンに貢献したの
は事実です。ただ、これは徳島に限った話では
なく、日本全体について言えることです。ドイ
ツ人俘虜収容所が閉所された後、全国的に効率
の良いドイツ式の製パン竈を採用するパン屋が
増えたそうです。一例がパスコのブランド名で
おなじみの愛知県の敷島製パン株式会社です。
元々製粉業を営んでいましたが、名古屋の収容
所にいたフロインドリーブというパン職人を雇
用し、パン作りの技術指導を受けました。フロ
インドリーブは解放後も技術主任として引き続
き敷島製パンに勤め、パン竈を築造しました。
そのおかげでパン製造が軌道に乗ったと言われ
ています。フロインドリーブはその後神戸でパ
ン屋さんを開業します。パンはその当時みなが
注目する食べ物だったのでしょうね。
荒木：バウムクーヘンなどのお菓子もドイツ人
捕虜が日本に伝えたものだそうですね。
森：その通りです。バウムクーヘンの代名詞の
ようになっているユーハイムは、ドイツ人捕虜

ドイツ兵が経営する菓子店「ゲーバ」

独
ドイツ

逸軒

修了証書
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が作った会社です。創業者のカール・ユーハイ
ムは広島の似ノ島収容所に収容され、解放後神
戸でユーハイムを設立しました。
荒木：ドイツ人捕虜から伝来し、今も根付いて
いる技術がいろいろあるのはすごいことです
ね。
森：ほかにもまだあります。日本のゴム産業の
発展に、ドイツ人捕虜が大きな役割を果たし
たと言われています。ゴム製造の先端技術を
シューズの月星化成やタイヤのブリヂストンに
教えたのは、久留米の収容所にいた技術者た
ちです。これが日本のゴム産業発展の礎となっ
たのです。残念ながら板東の場合は近くにそう
いった規模の企業がなく、解放後に残って仕事
をできる環境にはありませんでした。優秀な技
術者はいたのではないかと思われるのですが、
惜しいことをしました。
荒木：ドイツ人捕虜の中には農業、食品製造、
製造業の分野に優れた人材がいて技術を伝授し
てくれましたが、建築の分野でも優れた建築技
師がいたようですね。ドイツ橋、めがね橋は
大
おおあ さ ひ こ

麻比古神社の境内に今でも残っています。こ
のほか、旧撫

む や

養駅、旧撫養町役場の鳳
ほうめいかく

鳴閣、旧
福島橋などはドイツ人捕虜によって設計された
と聞きました。
森：捕虜の中には設計技師がおり、徳島の収容
所時代から、当時の徳島工業高校で技術指導と
して製図やいろんな技術を子どもたちに教えて
います。ドイツ橋やドイツ兵の慰霊碑は、自分
たちで何かを成し遂げたいという思いで自発的
に作られたものですが、所外の建物の設計の依
頼もいろいろあって、図面を引いていたのでは
ないかと思います。

板東俘虜収容所での文化活動
荒木：収容所の中では音楽活動も盛んだったそ
うですね。
森：徳島収容所時代から、ヘルマン・ハンゼン
が結成した徳島オーケストラが活動していまし

た。一方、丸亀にはパウル・エンゲルというプ
ロのバイオリニストが作った楽団があり、演奏
会をずっと続けていました。松山は、収容所が
いくつかに分かれていましたが、演奏活動が続
けられていたようです。
　1917（大正 6）年 4月に板東に統合された時、
みんなで音楽活動を一緒にやらないかとパウ
ル・エンゲル側が提案し、松山のグループの一
部は統合されましたが、徳島にいたハンゼンの
グループは自分たちの方針があると一緒になり
ませんでした。それで、板東では、ハンゼンの
徳島オーケストラとエンゲルのエンゲル・オー

ドイツ橋

めがね橋

鳳
ほうめいかく

鳴閣
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ケストラという二つの大きい楽団が結成され、
お互いほぼ一週間おきに演奏会を繰り返してい
ました。
荒木：一つの収容所にフルオーケストラが 2つ
もあって、競うように演奏会が開かれるとは、
すごいですね。
森：そうですね。オーケストラで使用するすべ
ての種類の楽器が揃っていたかどうかは微妙で
すが、オーケストラが維持できるだけの種類の
楽器が揃い、楽譜が手に入って、それをパート
譜に書き直す時間もあったということは、本当
にすごいことだと思います。
荒木：日本初演ということでは徳島オーケスト
ラのベートーヴェンの第九が有名ですが、ほか
に第一、第五も日本初演だそうですね。演奏さ
れた曲目をみると、ワーグナー、モーツァル
ト、シューベルト、プッチーニ、ヨハン・シュ
トラウスなど、ドイツを中心に大作曲家たちの
名前が連なり、レパートリーも大変豊富です。
　後年こうした事実が分かってきた経緯は後で
おうかがいするとして、当時日本人もパウル・
エンゲルからクラシック音楽の指導を受けてい
たそうですね。NHKの朝の連続テレビドラマ
「なっちゃんの写真館」で有名な立木写真館に、
パウル・エンゲルが出張して教えていたという
ことですが。
森：エンゲルに楽器を教わっていた日本人たち
は、板東の俘虜収容所で音楽が盛んであると
いう新聞記事を読んで何人かで板東まで様子を
見に来たようです。何度も聴きにいっている

うちに誰かが教えてもらえないだろうかと、無
理を承知で松江所長のところに頼みにいったそ
うです。すると、松江所長がエンゲルに頼んで
くれ、エンゲルも快諾したそうです。当初は日
本人たちが板東に来て指導を受けていたようで
すが、時間も経費もかかるだろうと、その後エ
ンゲルは徳島へ行くことを許可され、立木写真
館で週二回指導をすることになりました。通常
捕虜が所外で行動する時は衛兵を同行させます
が、エンゲルの場合は衛兵なしで外出ができま
した。収容所の所員とエンゲルとの信頼関係、
授業を受けている側との信頼関係があったから
そういうことができたのでしょう。
荒木：「バルトの楽園」の中でも、エンゲルが日
本人のお弟子さんたちに熱心に音楽を教えてい
るシーンと、戦争が終わり、エンゲルが帰国す
る時にお弟子さんたちが先生の見送りをすると
いうシーンがありました。
森：大変熱心な先生だったようですね。エンゲ
ルが帰国する際の出来事については諸説あるよ
うですが、当時の日本人のお弟子さんのひとり
は、エンゲルが帰国するときは皆で徳島市内の
料亭で盛大な送別会をし、出発の日には誰が言
うともなくお弟子さんたちが自然に集まり、堤
防に上がって見送った、と述べています。
荒木：酪農、製パンでも感じましたが、ドイツ
人捕虜と日本人との間に信頼関係、友情のよう
なものがあり、日本人は指導を受けたドイツ人

エンゲル・オーケストラ

収容所正門
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捕虜を自分の師匠として敬愛していたのではな
いかという気がします。
　ところで、徳島で初めて洋楽器店を開いたの
は、エンゲルのお弟子さんの一人だそうですね。
森：ええ、仁木朋七さんです。徳島市東大工町
の仁木文化堂がそうです。
荒木：文化活動では、霊山寺で製作品展覧会が
開催され、連日大盛況だったそうですね。なか
でも菓子の家は洋菓子のとろけるような甘さが
とても評判だったと書かれていました。
森：展覧会はドイツ人が自分たちの技術や技能
で作り上げたもので、日本ではあまり見たこ
とがないものも含まれていたので大変好評でし
た。お菓子も好評でしたが、当時暗

あんばこ

箱といわれ
ていた自作カメラが展示されたり、靴職人が編
み上げブーツを製作したりしていましたし、草
花の標本なども大量に出展されていて、地元に
生えている草花をあらためて確認できたりもし
ました。ともかく、今まで見たことがないもの
がいろいろな形で目の前に並ぶというおもしろ
い展覧会だったのだろうと思います。また、新
たに材料を大量に買って作るのではなく、廃品
を利用して何か作ろうというところもあったの
で、見学に来ていたある日本人の学校教師が
そのことを大変高く評価した文章を残していま
す。
荒木：地元の方にとっては、最新の文明、技術
に触れて、美味しいお菓子などを味わえる絶好

の機会だったのでしょうね。皇族の方もいらっ
しゃったと聞きました。
森：はい。霊山寺の会場ではなく、鳴門観潮
の折に撫養の方に会場を別に設置してご覧にな
られたと思います。何か買って帰られたそうで
す。
荒木：スポーツ、文化活動、技術指導、土木建
築など、あらゆる活動が活発に行われていたよ
うですね。捕虜になると、気落ちしてしまうの
ではと思うのですが、ドイツ人捕虜のみなさん
はものすごく活力があったんですね。
森：活力もあったのでしょうが、やはり当時の
捕虜の取り扱い方がしっかりしていた結果では
ないでしょうか。国際法でも捕虜たちの自主的
な活動はある程度認められていましたが、板東
の場合はそれを最大限認めたことで、これだけ
の幅広い活動が行われたのだと思います。

よみがえる交流
荒木：このようにドイツ人捕虜が地元の方から
広く受け入れられ、尊敬されているという関係
性は他の地域でも見られたのでしょうか。
森：まず、ドイツ人捕虜との温かい交流は、ど
の地域でも多かれ少なかれ見られました。捕虜
が収容所外の日本人と積極的に交流できるよう
になったのは、1918（大正 7）年11月に第一次
世界大戦が終わった後のことです。久留米の収
容所では1919年12月に久留米高等女学院の生
徒の前で第九演奏会を開きました。アジアで最仁木文化堂

製作品展覧会の様子
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も古い第九演奏の記録は板東
俘虜収容所内の演奏会でした
し、板東では別の機会に一部
の楽章を日本人の聴衆の前で
も演奏していますが、日本人
の聴衆の前ではじめて第九の
全楽章が演奏されたのは、こ
のときの久留米であるとされ
ています。大分の収容所は小
学校の校舎の一棟を借りてい
たので、小学校の運動会に体
操で出演しました。
荒木：なるほど、他の地域で
もそういう温かい交流があっ
たのですね。一方、よく板東
の人はお遍路さんへのお接待をするおもてなし
の気持ちがあって、また、日独戦争で直接ドイ
ツ軍と対戦した関係者が少なく、ドイツ人捕虜
に対する敵愾

がい

心がなかったと言われます。
森：そうですね。板東は霊場のお接待という風
習がある地域なので、困っている人たちだから
何とかしてあげなければという気持ちで日々
接していたと思います。大麻比古神社に作られ
たドイツ橋は、住民が遠回りしなくていいよう
に、という目的でドイツ人捕虜によって自発的
に架け替えられ、結局工賃は支払われていませ
ん。結構大がかりな工事で、完成まで数か月か
かっています。そのとき、近所のおばあさんが
大麻比古神社にあるほこらに毎日参拝に来て、
彼らドイツ兵が一日も早く帰国できるように
と祈りながら橋の完成を待っていたという話が
『ディ・バラッケ』に書かれています。物で接
するだけでなく、気持ちとしてそういう行為に
出る人も多かったということがうかがわれます
ね。
荒木：ドイツ人捕虜の人たちにとっては非常に
嬉しいことだったでしょうね。
　しかし、ドイツ人捕虜は帰国すれば自分たち
の生活がありますし、板東の人々もその当時は
敬愛の念と友情を感じていたとしても、ドイツ

は地球の反対側のようなところにあって簡単に
行けるところではなく、ましてや今みたいにイ
ンターネットや電子メールがあるわけでもあり
ません。いい話だけど普通なら時間とともに消
え去っていくものだと思います。時間の経過と
ともに一旦途切れた交流が復活して、さらに交
流の輪が広がってきたことこそが、歴史上の奇
跡に近い出来事であると思います。この経緯に
ついて、教えていただけますでしょうか。
森：板東の収容所で 9名、板東収容以前の丸亀
と松山で 1名ずつ、計11名の捕虜が亡くなっ
ています。自分たちの帰国がある程度見えてき
た1919（大正 8）年 2月に、彼らを弔う記念碑
の建設の趣旨が『ディ・バラッケ』に載せられ

鳴門市ドイツ館館長　森　清治氏

慰霊碑
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ました。亡くなったこの地で安らかに眠っても
らうために作業を始めましたが、敵国の収容所
の中に記念碑を残しても、その後顧みる人が誰
もいなくなり、荒れ果ててしまうことを心配し
た反対意見が出ます。誰が守ってくれるかもわ
からないような不安定なものなら作らなくても
いいじゃないかというわけです。最終的には寄
付をする人、労働力を提供する人が数百人集ま
り、みなの気持ちも作って帰ろう、ということ
になり、再び反対の意見が出なかったのでその
まま作業を続けたようです。
　その年の 8月31日に松江所長も臨席して碑
の完成式典が行われました。それから 4、5か
月後には捕虜たちはドイツに帰ったり、中国に
渡ったりして板東の地から離れていきます。
　捕虜たちは帰国する際に、収容所で発行され
たいろんな印刷物や写真を思い出の品として持
ち帰りました。収容所の情報誌には、思い出の
品々を入れるための旅行カバンを製作し販売す
るといった記事が8月、9月頃から頻繁に出てい
ました。
　一方、収容所は陸軍の演習場に戻り、地元の
青年団が慰霊碑の清掃活動をしたり、ドイツに
留学していた日本人将校がドイツで板東の話を
聞き、清掃活動のために何度か訪れています。
ただし、継続的にというわけではなく途切れ気
味だったと思われますし、第二次世界大戦が終
わる前後は当然余裕もなく、草木に埋もれてし
まう状況になっていたと思います。
　戦後、引揚者用の住宅として使われるように
なった兵舎に、高橋さんというご夫妻が暮らし
ておられました。ご主人はソビエトで捕虜とな
りウズベキスタンに送られて過酷な強制労働を
経験していました。ある日、妻の春枝さんが薪
を取りに行った時にたまたまドイツ兵の慰霊碑
を見つけ、地元の人から経緯を聞きました。自
分たちが引き揚げてくる時も逃げ帰るような状
況で、お墓も持って帰れなかったり、倒れてい
る仲間を助けることもできなかったりしたと思
います。その人たちの供養のためという思いも

あり、それにご主人がウズベキスタンで強制労
働をしている時、ドイツ人の捕虜と助け合いな
がら生き延びたという経験もされていましたの
で、そこにあるドイツ兵の慰霊碑を自分たちの
お墓のつもりで今後守っていきたいと、ご夫婦
で清掃や供養を続けてくれることになりまし
た。
　1960（昭和35）年に、地元の新聞にそのこと
が掲載され、ちょうどその直後に徳島県日独協
会が設立され、設立総会に西ドイツ（当時）の
ハース駐日大使が来徳することになっていまし
た。大使はこの時板東を訪れて高橋さん夫婦に
お礼を述べ、慰霊碑に献花して帰りました。ド
イツに帰った大使が、板東のことをメディアで
話したと思われますが、その内容を知った元捕
虜のエドアルド・ライポルト氏から手紙が大麻
町役場（当時）に届きました。手紙には、「あの
ころの仲間で、年に幾度かフランクフルトに集
まって、『バンドーを偲ぶ会』を、もう二十数年
続けております。眼をつむるといまもまざまざ
と、マツエ大佐、バラック、町の人々などが、

ハース大使と高橋春枝さん

ライポルト氏と手紙
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まぶたの裏に浮かんできます。でも、できるこ
とならこの眼でもう一度見たいと思います。お
手数ですが、写真なり絵なり、なんでも結構で
すから送っていただけないでしょうか」といっ
た内容が書かれていました。
荒木：もし収容所の思い出が苦しい、つらいも
のだけだったらとても書けない内容ですね。
森：そうですね。地元でも、大使がわざわざ献
花に来たことで、慰霊碑に目が向いていた時期
だと思いますが、慰霊碑や当時まだ残っていた
収容所の建物、板東や撫養の町並みの写真と、
8mmフィルムを制作して届けることになりま
した。ちょうどフィルムを撮影した後に、知事
がヨーロッパに視察に行くことになっていたの
で、知事にそれを託します。知事は直接ライポ
ルト氏に渡しました。知事との話の中で、ライ
ポルト氏が収容所にいた時に、知事が常務をし
ていた鉄工所に機械の修理工として働きに来て
いたことも分かりました。
　ライポルトはさっそく元捕虜たちの集まりの
場で写真や映像を披露しました。これほど自分
たちに好意的に接してくれた板東の人たちだか
ら慰霊碑は守られたのだと、慰霊碑の清掃活動
のために寄付金を集め、大麻町と高橋さんへ送
りました。その後も何名かの元捕虜が訪れて献
花をし、高橋さんにお礼を述べています。

ドイツ館建設へ
森：1970（昭和45）年の大阪万博のタイミング
で、やっとライポルト氏が徳島まで来ることが
できて、慰霊碑に献花し、高橋さんと面談し、
その当時自分たちと交流のあった板東の人たち
と、短い時間でしたが思い出話をして帰りまし
た。その後に、地元からも、ライポルト氏から
も、収容所の歴史や人と人との交流の記録を残
していく記念館的な建物があればという話が出
て、大麻町と合併していた鳴門市は早い段階で
建設の準備を始めました。そして、捕虜の作っ
たドイツ橋の近くにドイツ館を建設することに
なり、1972（昭和47）年に完成しました（その後
1993年に現在のドイツ館が建設された）。
荒木：ドイツ館の建設に当たっては、元捕虜の
方から寄付金などが寄せられたそうですが、そ
のこと自体、前代未聞の出来事ではないでしょ
うか。
森：その通りです。何人かの元捕虜の方が先頭
に立ち、寄付を募ってくれました。それだけで
はありません。元捕虜の方々は、思い出の品
として大事に持ち帰った板東の記録物を寄贈し
てくれたのです。その時、若い捕虜でも70歳、
すでに亡くなられた方もいました。ちょうど資
料の行く末を考える時期になっていたのだと思
います。記念館が収容所のあった板東にできる

のであれば、そこに残して欲しいとわ
れわれに託してくれたものが、今ドイ
ツ館で展示してある資料です。ドイツ
館にある資料の多くは、このドイツ館
や板東俘虜収容所の周辺にあったもの
ではありません。一度捕虜の方がドイ
ツに持ち帰られたものが再び板東の地
に集まってきたのです。
荒木：ここにある資料は、そういう貴
重な由来のものだったのですね。
森：資料がドイツ館に集まってきたの
は、ライポルト氏たちがドイツで後に旧ドイツ館
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「バンドー会」と呼ばれるようになる集会をずっ
と続けてくれていたことがまずあって、ドイツ
館の建設に対して彼らが心温まる行動をとって
くれたおかげでした。でも、タイミングもとて
も重要でした。彼らは思い出の品をとても大事
にしていましたから、ドイツ館の建設が 5年早
ければ、「いや、まだ思い出の品だから」といっ
て自分の手元に置いておいたかも知れません。
逆に10年遅ければ、本人が亡くなって、資料
も散逸していたかも知れません。

ドイツ館の資料で分かった第九初演の事実
森：ここにもう一つの偶然が加わります。ドイ
ツ館の所蔵していた資料とは別に、昭和50年
代に、名古屋の冨田弘さんという大学教授が、
同僚から「古本屋でこんなものを見つけた」と
『ディ・バラッケ』を渡されました。冨田先生
はその内容に興味を持たれ、翻訳を進めていき
ます。その後、冨田先生はドイツ館に板東俘虜
収容所に関係する資料が大量に保管されている
ことをお知りになりました。それでドイツ館に
精力的に通って来られて、翻訳活動を進めてく
れたのです。その結果、板東ではとても早い段
階で健康保険組合が成立していて、互助活動が
あったことや、演劇や音楽などの捕虜たちの自
主的な活動が非常に盛んであったことが分かっ

たのです。
荒木：板東が
第九の日本初
演の地である
ことが分かっ
たことも、冨
田先生のドイ
ツ館での研究
成果と何か関
係があるので
すか。
森：作業を進
めていく中で

冨田先生の目を引いたのが、表紙にベートー
ヴェンが王座に座った図柄を描いたコンサート
プログラムでした。ベートーヴェンの交響曲第
9番の演奏会のプログラムらしいことが分かり
ました。日付が1918（大正 7）年 6月 1日になっ
ていて、調べると日本で初演であるということ
が分かってきました。演奏会は延期や中止され
ることもあったので、実際にその日に第九が演
奏されたかどうかプログラムだけでは不確実な
ところもありました。しかしその後ドイツ館に
寄贈されたヘルマン・ハーケという元捕虜が
家族に宛てた手紙の中に、6月 1日に演奏会が
あってとてもよかったと母親に伝えている一文
が確認されたことで、確かにその日に演奏会が
あったことが裏付けられました。それ以前に全
楽章通しではない演奏会はあったのですが、全
楽章通しで合唱付きという演奏としては日本初
だと公表されました。
荒木：なるほど。鳴門市で毎年 6月第一日曜日
に開催されている第九の演奏会も、この発見と
何か関係があるのですか。
森：そうです。冨田先生の発見は1978年のこ
とでした。1982年にちょうど鳴門市の文化会
館が落成を迎える予定になっていました。それ
で、こけら落としは第九しかないということに
なったのです。本当に絶妙のタイミングでし
た。冨田先生が発見するのが1978年よりも早
かったり遅かったりしたら、第九はこけら落と
しには選ばれなかったでしょうね。
　第九の演奏会は、当初はこけら落としの 1回
きりの予定でした。合唱団もオーケストラも一
生懸命練習を積み重ね、演奏会は成功しまし
た。それで皆が非常に感動し、1回で終わらせ
るのはもったいないという話になり、2回、3
回と続き現在に至っています。
荒木：冨田先生の同僚の教授が古本屋で『ディ・
バラッケ』を見つけて冨田先生にお見せし、そ
れに冨田先生が興味を持たれた、というのは、
本当に不思議な巡り合わせでしたね。
森：まずその友だちがその本のどこに興味を第九コンサートプログラム
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持って冨田先生に渡したかを聞きたかったです
ね（笑）。
　それと、すべての出来事が偶然というか、絶
妙のタイミングで起こっていると感じます。最
初のドイツ館の建設時期もそうですし、冨田先
生が元捕虜から寄贈されてきたドイツ館の資料
に興味を持ってくださり、第九の日本初演が板
東であることを突き止められたタイミングもよ
かった。それで鳴門市の文化会館のこけら落と
しは第九だということになり、皆一生懸命がん
ばって演奏会を成功させた結果、当初 1回きり
の演奏会だったはずが、38回も続いている。
荒木：こういった経緯自体がドラマであると思
います。ところで、第九のアジア
初演の前には、捕虜による第九に
関する講演会が開かれています。
その講演会の内容がわかる翻訳を
読んだことがあるのですが、講演
者の第九に対する愛情とドイツ音
楽史に関する深い教養を感じるこ
とができ、文化レベルの高い講演
会が収容所の中で開催されていた
ことに驚きました。
森：講演を行ったのはヘルマン・
ボーナーですね。ボーナーの講
演は1918年 5 月30日に行われ、
ボーナーが書いたとみられる第
九に寄せた寄稿文が1918年 6 月
2 日に発行された『ディ・バラッ

ケ』に掲載されていま
す。ボーナーは解放され
た後、大阪外国語大学
（現大阪大学外国語学部）
で教鞭をとっています。
ボーナーは豊富な知識を
持っていましたが、彼に
限らずそういった講演が
できる人が収容所には多
かったようですね。講演
会は収容所内で毎週のよ

うに頻繁に開催されています。ただ、残念なこ
とに講演会の内容の詳細が分かる資料は一部し
か残ってないのですよ。
荒木：板東俘虜収容所には、フルオーケストラ
が2つ、他にも複数の吹奏楽団や合唱団が活発
な活動を行っていて、演奏される曲目について
質の高い評論ができる人がいました。文化レベ
ルが高いというか、意識が高いというか、ドイ
ツ人捕虜の方々の資質が素晴らしいと思います。
森：どの収容所にも知識人が数人いて、収容所
の生活をいかに豊かなものにしていくかを考え
ながら、いろんな行事を提供していました。そ
ういう人たちが先頭に立って活動してくれなけ

第1回ベートーヴェン「第九」交響曲演奏会（1982年）

現在のドイツ館
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れば、捕虜たちは平凡で退屈な日々を送って
いたのかもしれないですね。単に遊技や遊びに
走るのではなく、講義や語学の勉強会や速記な
ど、解放された後に役立つような学習が活発に
行われています。今の生活に満足するのではな
く、解放された後の目標に向けて活動している
人が多かったようですね。
荒木：困難な境遇にあっても、建設的で前向き
な生き方をしていたということですね。
　ところで、慰霊碑の清掃活動をきっかけに復
活したドイツとの交流は、今どうなっているの
でしょうか。
森：民間レベル、行政レベルで活発な交流が
行われています。ドイツ館ができて 2年後の
1974年には鳴門市とドイツ・リューネブルク
市との間で姉妹都市盟約が結ばれ、各年ごとに
互いの市を親善使節団が訪問しています。この
交流は今年で46年目を迎えますが、最近では
リューネブルク独日協会からドイツ兵慰霊碑清
掃奉仕団の活動に対する寄付などがありまし
た。また、鳴門市で毎年 6月第一日曜日に開催
されている第九の演奏会でも、リューネブルク
市立劇場音楽監督のトーマス・ドーシュさんが
指揮されたり、2017年には、同市のロイファナ
大学音楽堂で「第九」里帰り演奏会を開催する
など、音楽の分野で活発な交流が行われていま
す。ちなみに、今のドイツ館（1993年開館）は
リューネブルク市の市庁舎の外観を模して作ら
れたものなのですよ。
　県レベルでも、2007年には徳島県と
ドイツのニーダーザクセン州（リュー
ネブルク市がある州）が「交流に関する
共同宣言」に調印し、経済、教育、ス
ポーツ等の幅広い分野での交流を深め
ています。
荒木：さまざまな形で交流が深まって
きているのはとてもよいことですね。

世界の記憶登録に向けて
荒木：今後、どういった点に着目して活動を続
けていかれるお考えでしょうか。
森：ドイツ館にこれだけの資料が集まってきた
のは本当に奇跡に近い出来事だと思います。お
互いの信頼関係や温かい交流があったからこそ
戻ってきた700点近くの資料を展示・保存して
います。現在、地球上ではあちこちで紛争や戦
闘状況が続いています。しかし、現代社会にお
いても相互理解を進めていけば、敵対する者同
士でも理解ができて、友好関係が結べるという
ことを、資料の中から少しでも紹介していきた
いと考えています。まずはドイツ館が所蔵して
いる資料を世界にアピールするため、現在ユネ
スコの世界の記憶（世界記憶遺産）への登録を目
指して調査や周知活動を続けています。
荒木：世界の記憶への登録というのは、どんな
過程を経て承認されていくのでしょうか。
森：残念ながら現在ユネスコが政治的中立や透
明性の確保などを理由に制度改革を行ってお
り、新規の申請を受け付けないため止まった状
態にあります。2019年10月に新しい方針が決ま
るのではないかと思っていましたが、報道を見
ている限りではもう少し先になりそうですね。
荒木：ここは辛抱のしどきですね。粘り強く取
り組んで世界の記憶への登録を実現させ、世界
の方に広く板東俘虜収容所のことを知っていた
だけるようになることを期待しています。

よみがえる「第九」演奏会（2018年6月1日）
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　ドイツ館がある一帯は、近くにはドイツ村公
園や大麻比古神社、霊山寺もあって、癒やしの
空間になっています。ドイツ館前広場で「第九」
アジア初演百周年記念の演奏会を聴きました。
そのときも素晴らしい環境であると思いました
が、今日のように雨の日も、山に霧がかかっ
て、大変落ち着きます。同じ鳴門市内には渦潮
もあって、よそから足を運んでもらうにはとて
もいいところだと思います。今日は小学生が来
ていましたが、来館されるのはどんな方が多い
のでしょうか。
森：今日のように学習で来られる場合は、地元
や隣県からが多いです。一般のお客さまの場合
は 8 ～ 9割が県外の方です。あとは、県内の方
が県外の方を案内して一緒に来られるパターン
が多いように思います。
荒木：大勢いろんな方に来ていただきたいです
ね。また、こんな感動的なストーリーがあるの
ですから、県内の方にも大勢訪れていただきた
いと思います。課題は何でしょうか。
森：自動車がないと不便な立地というのがネッ
クですね。私はずっと徳島で住んでいるので、
どこに行くのも車を使うのがあたりまえという
感覚ですが、県外の方、たとえば大阪やその周
辺の人はそこまで車に頼っていないので、公共
交通機関の役割が重要になります。バス会社の
方でも高速バスがすぐ近くにある高松自動車道
の鳴門西パーキングエリアから降りてこのあた
りを周遊するようなプランが組めないかという
検討を行ってはいるようです。また、大y国際
美術館や渦潮がある鳴門公園エリアで停車する
高速バスがドイツ館の近くにも停留所を作って
くれれば、人の流れもまた変わってくるかもし
れませんね。
荒木：二次交通の問題はたしかに重要ですね。
徳島経済研究所では今、鳴門を四国観光の玄関
口にできないだろうかということで観光関係者
や交通事業者、行政の方と研究会を行っていま
すが、交通手段の整備も大きなテーマになって
います。鳴門公園エリアを楽しんだ観光客の方

には、すぐに他の地域に向かうのではなく、歴
史ある撫養街道を散策し、一番札所の霊山寺や
ドイツ館などもぜひ見ていって欲しいと思いま
す。
　ところで、知人をドイツ館に連れてくると、
反応は二通りに分かれます。一つは、こんな歴
史があったのかと深く感動して帰られる人で、
そちらが大半です。一方で、あまり感動せずに
一通りざっと見て帰って行く人もいます。今日
の対談で教えていただいたような感動的なス
トーリーが十分に伝わっていないことも一つの
要因ではないかと感じています。
　第九アジア初演の地であることや松江所長の
武士の情けに基づく収容所の運営が特に有名で
すが、酪農、製パン技術、楽器店など、ドイツ
人捕虜と地元の方との交流によってもたらされ
た技術が現在も息づいていること、一旦途絶え
た交流が高橋夫妻の善行がきっかけで復活した
こと、ドイツ館に関して元捕虜の方から寄付金
や貴重な資料が寄せられたこと、その資料の研
究から第九初演の地であることが発見されたこ
となども、同じくらい感動的なストーリーだと
言えるのではないかと思います。素人考えです
が、エピソードごとにショートムービーを作成
し、それと関連する資料をセットで展示すると
いったことはできないでしょうか。
森：ドイツ館には元捕虜の方から大量の資料が
寄贈されており、また今日お話ししたこと以外
にもいろいろとエピソードがあって、ストー
リーの数も膨大です。限られたスペースの中で
いただいた大事な資料をできるだけ展示をしな
ければならないという制約がありますので、ス
トーリーごとの展示というのはなかなかむずか
しいところもあります。
　ただ、私の経験では第一次世界大戦で捕虜に
なったドイツ兵がこんなところまで来ていたの
だという最初のとっかかりの部分で興味を持っ
てくれた方は、最後まで熱心に見てくれる方が
多いです。一方そうでない場合は、こんなこと
があったんだなというくらいで終わります。だ
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から、導入の部分を
しっかりとみなさん
にお伝えできないだ
ろうかと考えていま
す。
　また、常設展示で
はさまざまなストー
リーをお伝えするの
にはスペース的に限
界がありますが、企
画展示室では特定
のテーマについてボリュームを持たせた展示を
行っています。そういったものも活用しながら
対応していければと考えています。
荒木：今日は、板東俘虜収容所とドイツ館につ
いて、さまざまな角度から教えていただきまし
た。ひとつひとつがドラマになりうる感動的な

エピソードであり、一刻も早く世界の記憶に登
録されて、国内外を問わず一人でも多くの方に
そのことを知っていただきたいという思いを強
くしました。敵対する者同士でも友愛の心で結
ばれることは可能であることの証拠が、ここド
イツ館にはあると思います。

（2019年10月29日　鳴門市ドイツ館で対談）
（対談編集　元木恵子）

第38回ベートーヴェン「第九」交響曲演奏会 　2019年6月2日（日）開催


